
当日配布 

令和６年度 第１回山形市介護人材確保推進協議会  

議事次第 

日時：令和６年９月３０日（月） 

午後２時から午後４時３０分 

場所：山形市役所１１階 大会議室 

１．開会 

２．あいさつ 

３．報告 

（１）「介護の職場」魅力・活力くるりんプロジェクト 資料１ 

４．協議 

（１）令和６年度の取組状況、及び、令和７年度の取組（案） 

資料２，資料２－１，２－２，２－３，資料３ 

５．各団体・機関からの情報提供 委員提出資料 

６．その他 

７．閉会 

 

＜資料＞ 

資料１         (P4) 「介護の職場」魅力・活力くるりんプロジェクト（令和５年度の取組結果） 

資料２     (P6) 令和６年度の取組状況 

資料 2-1    (P12)  KAiGOのおしごとひろばニュースレター 

資料 2-2    (P14) 生産性向上セミナー＆伴走支援説明会 

資料 2-3       (P15)  ハラスメント相談担当者スキルアップ研修 

資料３        (P16) 介護現場の革新に向けた総合的な取組（令和３年度～令和７年度） 

委員提出資料１(P18) 山形公共職業安定所（ハローワーク山形） 

委員提出資料２(P20) 山形県 健康福祉部 高齢者支援課 

委員提出資料３(P36) 公益財団法人 介護労働安定センター山形支部 

委員提出資料４(P38) 社会福祉法人 山形県社会福祉協議会 

当日委員提出資料 公益社団法人山形市シルバー人材センター 

当日配布資料 山形市生産性向上コミュニティの登録資料 

当日配布資料 山形市高齢者保健福祉計画（第９期介護保険事業計画） 

 



令和６年度　第１回山形市介護人材確保推進協議会　名簿

№
団体

（事業所）
団体役職
（役職）

氏 名

1 山形市内特別養護老人ホーム施設長連絡会 会長 柳 生 法 雄

2
山形県老人保健施設協会
（医療法人社団・社会福祉法人　悠愛会）

副会長
（理事長）

（欠席）大島扶美

3 社会福祉法人　山形市社会福祉協議会 事務局次長 漆 山 弘 幸

4
山形市介護保険事業所連絡会通所介護連絡協議会
（医療法人社団　楽聖会）

外部対応担当幹事
（介護事業統括兼事
業推進担当理事）

志 田 信 也

5
山形県認知症高齢者グループホーム連絡協議会
（医療法人敬愛会　グループホーム馬見ヶ崎）

管理者 片 桐 菜 々 子

6
山形市特定施設連絡協議会
（介護付有料老人ホームフォーリーフ嶋／オーリンク株式会社）

会長
（代表取締役社長）

（欠席）佐藤　一
（代理）米田　謙

7
公益社団法人　山形県看護協会
（訪問看護ステーションやまがた）

所長 山 川 一 枝

8 山形県地域包括支援センター等協議会 理事長 峯 田 幸 悦

9 一般社団法人　山形県介護福祉士会 事務局長 斎 藤 幸 子

10 一般社団法人　山形県介護支援専門員協会 副会長・山形地区支部長 （欠席）丹野克子

11 一般社団法人　山形県理学療法士会 顧問 高 橋 俊 章

12 一般社団法人　山形県作業療法士会 会長 松 木 信

13 一般社団法人　山形県言語聴覚士会 会長 荒 井 晋 一

14 株式会社ニチイ学館山形支店 課長 （欠席）吉田博人

15 学校法人富澤学園　東北文教大学短期大学部 現代福祉学科 助教 伊 藤 就 治

16 山形県立山辺高等学校 教諭 今 崎 絵 理

17
学校法人大原学園
大原簿記情報ビジネス医療福祉専門学校山形校

副校長 酒 谷 伸 輔

18 山形労働局　職業安定部　職業安定課 雇用情報係 （欠席）美濃谷孝明

19 山形公共職業安定所（ハローワーク山形） 人材確保専門官 髙 橋 裕 見 子

20 山形県　健康福祉部　高齢者支援課 課長
（欠席）板垣洋子
（代理）井上朋也

21 公益財団法人　介護労働安定センター山形支部 支部長 池 田 忠 義

22
社会福祉法人　山形県社会福祉協議会
（山形県福祉人材センター）

人材研修部副部長 鈴 木 利 宜

23 山形県教育局　高校教育課 課長
（欠席）伊藤久敏

（代理）鑓水智津子

24 山形市教育委員会　学校教育課 次長兼課長 （欠席）横山尚久

25 公益社団法人山形市シルバー人材センター 事務局長 石 川 一 幸

№ 事務局 役職 氏 名

1 山形市福祉推進部 部長 松 浦 雄 大

2 課長 阿 部 伸 也

3 課長補佐 佐 藤 恵 美 子

4 人材確保推進係長 山 口 貴 洋

5 山形市福祉推進部介護保険課 次長（兼）課長 森 俊

6 山形市福祉推進部指導監査課 課長 加 藤 明 彦

山形市福祉推進部長寿支援課



 

 

 

「介護の職場」魅力・活力くるりんプロジェクト(生産性向上モデル事業)について 

 

１ 目的 

本事業は、内閣府から令和４年３月 30 日に地域再生計画（令和４年度～令和６年度）の認定を受

けた、『介護発！魅力ある職場づくりによる YAMAGATA 発展プロジェクト計画』の一環として、国の

デジタル田園都市国家構想交付金（事業費の２分の１）を活用して事業を実施するものである。 

介護業界が先頭に立って、現場の働き方や労働環境の改革、ＤＸの推進などの生産性向上を行い、

介護職員が山形市の介護現場で働きたいと思える環境づくりを推進する取組みである。 

さらに、障がい、保育等の福祉分野や他の業界に横展開をすることで、「ひと」と「しごと」の好

循環を生み出し、「まち」が活性化していく仕組みを創り出す、全国に先駆けた先進的な取組みであ

る。 

【参考】介護現場における生産性向上とは 

『生産性向上＝テクノロジーの活用、業務を効率化』ではなく、 

生産性向上の本質は『現場に向き合い、人を育てること』である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 内容 

  本事業は、専門のアドバイザーが業務改善や職場環境の改善の伴走支援を行うことにより、働き

やすい職場環境を整備し、生産性、働きがい、業務の質の向上や、人材確保・定着を促進するもの

である。 

 

３ 令和５年度の実施結果 

  （１）事業実施者 山形市 

（２）事業受託者（伴走支援者） 株式会社ＴＲＡＰＥ（トラピ）※ 

  ※介護現場の生産性向上や働きがい向上、働き方改革、専門人材育成、well-being 教育

などを通じて、介護業界をアップデートしている。山形市とは、令和４年３月 30 日に

「地方創生の推進に係る包括連携に関する協定」を締結し、連携してサービスの質的

向上などを図っている事業者である。 

（３）生産性向上モデル事業所  

①社会福祉法人清桜会 小規模特別養護老人ホーム大曽根（令和４年度実施） 

②株式会社 cocolo 訪問介護こころ（令和５年度実施） 

③社会福祉法人輝きの会 特別養護老人ホームいきいきの郷（令和５年度実施） 

④株式会社タイヨウ 小規模多機能型居宅介護ソーレホーム西田（令和５年度実施） 

※①は R4実施のモデル事業所で、R5 は改善活動定着に向けたフォローアップを行った。 

②～④は R5 実施のモデル事業所で生産性向上の集団伴走支援を行った。 

 

業務・職場環境改善 

現場の課題に向き

合い解決する 

時間外勤務が減る 

良いケアができる 人材育成ができる 

職員の働きがいが上がる 

人材が定着する 

高収益が得られ

新たな人材を確保できる 

地域への貢献ができる 

資料１ 



 

 

（４）生産性向上に係る令和５年度伴走支援の取り組みの流れ （（３）の②～④事業所を対象） 

ステップ１ 改善活動の準備 ９月 

経営層から全スタッフに目的や意義を直接語り掛け、生産性と働きがいの向上についての

共通理解を図る。プロジェクトチームを事業所内に立ち上げ、狙いや意味合いを深堀りす

る。 

ステップ２ 現場課題の見える化 ９月 

複数のアンケートを全職員へ実施することで現場の課題を可視化し、可視化された課題を

もとに取り組むべきテーマを全職員での対話により決定する。 

ステップ３ 実行計画の作成 ９月 

絞り込んだ課題に対して、解決に向けた道筋を具体的に設計する。 

ステップ４ 改善活動の実施 10 月～１月 

現場改善プランをもとに、日々小さな改善を繰り返す。自分たちで考え、小さな失敗や疑

問も放置せず、諦めず修正してトライしていく習慣を身につける。 

ステップ５ 改善活動を振り返る ２月 

改善活動後の効果検証を行い、良かった点や今後改善する点の検討を行う振り返りミーテ

ィングを実施する。 

ステップ６ 実行計画の練り直し ２月 

残った課題の深堀りや、新たに取り組む課題等について対話を深め、改善活動の定着に向

けて実行計画の見直しを行う。 

 

（５）生産性向上に係る取り組み成果の一例 

事業所 取り組みの成果 取り組み前 取り組み後 

小規模特別養護

老人ホーム大曽

根 

１週間の残業時間が８５分減少し

た（令和４年度の成果）→令和５

年度も残業時間の減少が継続して

いる 

１週間の残業時

間：１５０分 

１週間の残業時

間：６５分 

訪問介護こころ 相談体制が明白になり職員の定着

率が高くなった 

月に１～２名が

離職していた 

離職率が０％と

なった。 

特別養護老人ホ

ームいきいきの

郷 

業務改善を行った結果、ナースコ

ール対応で困ることがあると回答

した職員の割合が２２％減少した 

ナースコール対

応で困ることが

ある９５％ 

ナースコール対

応で困ることが

ある７３％ 

小規模多機能型

居宅介護ソーレ

ホーム西田 

経過記録や日報のルールを明確化

し、必要な情報共有ができるよう

になったと回答した職員の割合が

２８％増加した 

情報共有ができ

ていると感じる 

４３％ 

情報共有ができ

ていると感じる 

７１％ 

※事業所内職員向けのアンケート結果より 

４ 令和６年度の取り組み 

・これまでのモデル事業所においては、フォローアップとして改善活動の定着、法人内横展開へ

の支援、ＩＣＴ導入等を活用した取り組みを検討する。 

・介護事業所向けのセミナーを継続して開催し、生産性向上にまだ取り組んでいない他の介護事

業所への普及・啓発を図る。 

・生産性向上取組経験者（メンター）が中心となり、介護現場での課題や悩みを事業所間同士で

共有、相談し合える場となる「山形市生産性向上コミュニティ」を運営し、介護事業所への横

展開を図る。 

・これまでのモデル事業所の業務改善成果や、生産性向上の取り組みを介護業界から他業界へ伝

播するため、モデル事業所を選定し、生産性向上の取り組みを進めるほか、他業界向けセミナ

ーを開催する。 



令和６年度の取組報告

① 介護サービス事業者団体、学校関係者等との連携 KAiGOのおしごとひろばの開催

■実施概要 ●開催日／会場 【目標】

○目的 参加者数

●参加者

304人（体験者31人）

●実施内容等

・介護の仕事体験 【実績】

○事業内容 車椅子移動

・介護の仕事体験 歩行介助の体験

　車椅子の移動介助、歩行介助体験など ・介護職養成校の紹介

・KAiGO PRiDE動画上映 ・就業相談コーナーの設置

・介護職員ポートレート展示会　 ・KAiGO PRiDE動画上映

・介護職養成校の紹介 ・介護職員ポートレート展示

・就職相談 ●課題等

・学生の体験者数の増加

・開催日程の検討

① 介護サービス事業者団体との連携

■実施概要 ●実施内容等

○目的

○取組内容 ●参加者数 【目標】

参加者数

・介護職員ポートレート展示会

介護サービス事業者団体、学校関係者等との連携（再掲） 【実績】

●実施内容等

教育機関・学生等との連携

■実施概要 ●実施内容等

○目的 ・KAiGO PRiDEとの連携

・教育機関・学生等との連携

8/27　キックオフ集会

○取組内容

目標・実績内容等 取組状況

6月22日／霞城ｾﾝﾄﾗﾙｱﾄﾘｳﾑ

内容等 取組状況 目標・実績

350人

304人

中・高校生
を中心に、
介護に触れ
合う機会を
創出

介護魅力発
信事業費補
助
（Yamagata
KAiGO-
LiNK構築事
業）

・アカウント運営に係る知識や技術を学ぶ講習会等の開催

・情報発信等を行うSNSアカウントの立ち上げ

介護人材の確保につながる場の創出

介
護
の
魅
力
発
信

KAiGO
PRiDEの実
施

「介護人材の確保・定着」の取組

項目

項目

　将来、介護職員としての雇用につなげることを目指し、
中・高校生を主な対象として、介護の仕事の模擬体験
やKAiGO PRiDEによる魅力発信を通して、介護の仕事
を知ってもらう。

　クリエイティブの力で介護をブランディングする
「KAiGO PRiDE」の取組を通し、TVやSNS等のメディア
を活用して、広く介護の魅力を発信する。

・山形市内の介護職員による動画の放映、YouTubeで
の動画配信

中・高校生
を中心に、
介護に触れ
合う機会を
創出

介
護
の
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト

350人

・SNSアカウント運営の自走に向けた取組支援

KAiGOのおしごとひろばの開
催（再掲）

　情報発信や介護業界に詳しいコーディネーターを中
心に、福祉関係の学生有志が画像コンテンツ制作等を
体験しながら、将来的に自らが介護の魅力発信等の分
野で活躍できる人材になるような仕組みを構築し、介護
職員の離職防止、介護人材の確保に繋げる。

304人

（KAiGOの
おしごとひろ
ば）

304人（KAiGOのおしごとひろば）

・動画のYouTube配信

・KAiGO PRiDEアンバサダー
の周知

・イベント時の動画放映

東北文教大学、山辺高校
の学生に対し、事業概要
を説明。講習会の開催に
向け、日程調整中。

資料２

【実施済】

【取組中】

【実施済】

【取組中】



令和６年度の取組報告 資料２

② 住宅政策課との連携

■実施概要 ●実施内容等 【目標】

○目的

○取組内容

■実施概要

○目的 ●実施内容等

・関係団体との連携

③ ■実施概要 【目標】

○目的 ●実施内容等

関係団体実施事業の周知

④ ■実施概要

○目的 ●実施内容等 【目標】

○取組内容

■実施概要

○目的 ●実施内容等

○取組内容

　外国人材の日本語教育や生活支援に係る介護サー
ビス事業所の負担を軽減し、外国人材の資格取得に向
けたサポートを行うことで、介護現場への外国人材の確
保を促進する。

　介護の職業体験や学校での認知症サポーター養成
講座の開催を通して、保護者や教職員の理解促進を図
る。

・山形県外国人介護人材支援センター事業の周知

・学校での認知症サポーター
養成講座の開催啓発

・学校での認知症サポーター
養成講座

目標・実績

20事業所

外国人受入
事業所数

取組状況

取組状況

学校におけ
る講座の受

講者数

若
年
者
の
雇
用
促
進

保護者や教
職員の理解
促進

高
齢
者
の
雇
用
促
進

関係団体と
の連携

○取組内容

学校との連
携

項目 内容等

・学校での認知症サポーター養成講座の開催

・介護現場における高齢者の雇用促進のための情報発信

外
国
人
材
の
受
入
環
境
整
備

住宅セーフ
ティネット制
度の活用に
向けた検
討、居住支
援協議会の
運営補助

項目 内容等

・介護労働安定センターとの連携

日本語教育
支援、支援
団体との連
携

・山形県居住支援協議会との役割分担に向けた協議

・外国人材をはじめとする住宅確保要配慮者の住まい
確保に向けた取組について課題の共有・協議

項目 内容等

・外国人を支援する団体等の情報提供（山形市国際交
流センター、山形市国際交流協会、実施団体等との連
携）

○取組内容

目標・実績

・日本語教室を実施する団体の紹介（山形市国際交流
センター、山形市国際交流協会、実施団体等との連携）

　600人

　将来、介護職員としての雇用につなげることを目指し、
学校において認知症サポーター養成講座を開催し、児
童・生徒が、介護を知り、触れる機会を創出する。

目標・実績

関係団体を
通じた介護
現場への高
齢者の雇用
者数

20人

　就労意欲がある高齢者に対して、関係団体と連携し、
介護現場への就労を促進する。

・学校での認知症サポーター養成講座の開催

・介護の職業体験イベント（再掲）

・KAiGOのおしごとひろば開催

取組状況

　山形市住宅確保要配慮者居住支援協議会において
外国人等の住宅確保要配慮者に居住支援を行うため
の課題の共有、協議を行うほか、住宅セーフティネット
制度を活用しながら、介護現場への外国人材の確保を
促進する。

山形市国際交流センター

山形県外国人介護人材
支援センター　　　等

・関係団体との連携

山形県外国人介護人材
支援センター　　　等

・山形市住宅確保要配慮者
居住支援協議会の開催

令和6年度の開催に向け
て担当者協議中

山形市国際交流センター

【取組中】

【取組中】

【取組中】

【取組中】

【取組中】



令和６年度の取組報告 資料２

⑤ ■実施概要

○目的 ●実施内容 【目標】

・就業相談コーナーの設置

○取組内容

●実施内容

■実施概要

○目的

○取組内容

⑥

●実施内容

■実施概要 ・ハラスメント対応マニュアル 【目標】

○目的

○取組内容 ・ハラスメントセミナーの実施
日程調整中

■実施概要

○目的 ●実施内容

○取組内容

介護職の届
出制度登録
者数

取組状況

　復職希望がある登録者等の介護の仕事への不安を解
消し、復職を促進するため、県社会福祉協議会や介護
サービス事業者団体と連携し、復職希望のある有資格
者に対しセミナーや研修等を開催する。

山形県福祉人材センター及び介護サービス事業者団体と
の連携

山形県社会福祉協議会及び介護サービス事業者団体との
連携

・介護の仕事の基本等に関するセミナーや研修等の開催

項目 内容等

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

・KAiGO PRiDEの取組の情報提供
　（山形県福祉人材センター→登録者）

　介護現場で働く職員の安全を確保し、安心して働き続
けられる労働環境を築くことで、介護職員の確保・定着
を促進する。

山形県福祉
人材セン
ターとの連
携

・山形市が進める介護現場革新事業の情報提供
　（山形県福祉人材センター→登録者）

復職支援に
向けた技術
研修の実施

ハラスメント
対策研修の
実施

項目

　ハラスメント対策と合わせて、ハラスメント相談担当者
がハラスメントを受けた職員のケアのスキルを上げていく
ための研修を実施し、介護職員が安心して働ける環境
づくりを行い、職員の定着を図る。

　ハラスメント相談担当者を対象に、スキルアップ研修を
開催する。

ハラスメント
相談担当者
スキルアッ
プ研修の実
施

目標・実績内容等

受講事業所
数

・ハラスメント対策講座の開催
　（山形県社会福祉協議会）　➡　8/19開催

※山形市内の事業所の取組状況を踏まえ、スキルアッ
プしながら対策の向上が図れるよう、多機関で連携し独
自の研修プログラムを実施

目標・実績

・ハラスメント対策の実践型研修（山形市）

90人／年

潜
在
介
護
福
祉
士
等
の
復
職
支
援

・ハラスメント相談担当者ス
キルアップ研修

（10/18 開催予定）

・介護の職業体験イベント等での連携

　介護の有資格者届出制度を周知する。また、登録者
に対して、介護に関する情報発信を行い、復職を促進
する。

・マニュアル作成を通したハラスメント対策の周知

・市窓口やイベント等での周
知

・県社会福祉協議会や介護
サービス事業者団体と連携
し、必要に応じて対応する

・KAiGOのおしごとひろばで
の情報発信

・介護の有資格者届出制度の周知（山形市→事業所）
　※市窓口やイベント等

30事業所

取組状況

聖隷クリストファー大学
篠崎良勝先生に監修を
依頼し、作成中

【取組中】

【取組中】

【取組中】

【取組中】



令和６年度の取組報告 資料２

①

●実施内容等 【目標】

■実施概要

○目的

・フォローアップ研修の開催

○取組内容

■実施概要

○目的 ●実施内容等 【目標】

●開催日／会場

8/30／山形商工会議所

●参加者

○取組内容 15事業所17名

・他業界向けのセミナーの開催

■実施概要

○目的 ●実施内容等 【目標】

・情報提供

○取組内容

② ■実施概要

○目的 ●実施内容等 【目標】

○取組内容

■実施概要

○目的 ●実施内容等

○取組内容

・山形県介護テクノロジー定
着支援事業費補助金の周知

内容等

　介護分野以外の他業界を対象にアドバイザーによる
生産性向上に関する伴走支援及び成果報告会を開催
し、山形市全体の福祉業界や他業界の就業環境の改
善を図り、就職促進や若者の定着促進につなげていく。

50%

取組状況

モデル事業
所

　生産性向上の取組を通して見直した業務オペレーショ
ンに合ったロボット・ＩＣＴの導入を支援する。

業
務
改
善

、
ロ
ボ

ッ
ト
・
I
C
T
の
活
用

・山形県介護テクノロジー定着支援事業費補助金の周知

生産性向上
改善活動定
着支援・普
及啓発及び
生産性向上
コミュニティ
を活用した
横展開

項目

文
書
量
削
減

　人材が不足する中、ＩＣＴ等の活用により文書量を削減
し、介護職員の負担軽減を図る。

R5：廃止、休止、再開届等に運用を拡大

・山形県介護テクノロジー定着支援事業費補助金の周
知

R6：変更届、加算に関する届等に運用を拡大

内容等

　人材が不足する中、文書量削減により、介護職員の負
担軽減を図る。

・電子メールでの一部届出受理

・電子申請届出システムを利用した電子申請の受付（拡充）

R4:更新申請のみ

50人

「生産性の向上」の取組

項目

令和４、５年度に実施した生産性向上モデル事業において
選定されたモデル事業所との連携

目標・実績

簡素化・標
準化の取組
を踏まえた
ICT等の活
用

1事業所

電子申請届出システムを利
用した電子申請の受付

申請に係る
様式の見直
し等による
書類の簡素
化・標準化

電子申請受
付種類の拡
充

介護ロボッ
ト・ICT導入
法人の割合

生産性向上
モデル事業
の他業界へ
の横展開

介護ロボッ
ト・ICT導入
支援

山形県介護テクノロジー
定着支援事業費補助金

目標・実績

50%

研修参加者
数令和5年度までのモデル

事業所への改善活動の
定着支援を実施中

・ロボット・ICT活用に関する事業やイベント等の周知

・他業界への伴走支援（モデル事業の横展開）

日程調整中

・生産性向上モデル事業づくり

・新たに生産性向上改善活動に取り組む事業所への支
援

取組状況

・令和５年度に構築した生産性向上コミュニティの活用
による横展開

他業界向け生産性向上推進
セミナー開催

　生産性向上モデル事業や、フォローアップ研修で培っ
たノウハウを活かし、山形市内の介護サービス事業者等
に対する研修の実施や相談・フォローアップ等を行う。
令和４，５年度のモデル事業所とは引き続き連携し、改
善活動の定着支援を行う。

・モデル事業所の取組プロセスや成果事例の普及啓発

【実施済】

【取組中】

【取組中】

【取組中】

【取組中】



令和６年度の取組報告 資料２

③ 介護サービス事業者団体との連携

■実施概要 ●実施内容等 【目標】

○目的

○事業実施団体の取組内容

① 介護サービス事業者団体、学校関係者等との連携

■実施概要 【実績】

○目的 ●開催日／会場 第１回開催

第１回：令和6年9月30日

 大会議室

第２回：令和7年（予定）

○取組内容

介
護
人
材
確
保
推
進
協
議
会
の
開
催

介護の人材
確保に関係
する団体・
機関等によ
る協議 　介護事業者・介護関係団体、教育機関等が一体と

なって、高齢者の生活を支える介護人材の確保・定着
及び介護現場の生産性の向上を推進する。

（9月30日）

山形市介護人材確保推進協議
会の開催

　人材確保は介護業界だけではなく、福祉業界全体の
課題である。また本年度は、これまで介護分野で行って
きた生産性向上の取組みを障がい・保育等の他業界へ
広める横展開に取り組んでいる。
　以上のことから、令和7年に予定している第２回山形市
介護人材確保推進協議会では、障がい分野からオブ
ザーバーを招聘を予定している。

・事業実施に向け準備中 事業実施団
体数

介護人材の確保に関する協議

項目 内容等 取組状況 目標・実績

取組状況

・災害時の連携強化のための取組

項目

事
業
所
間
の
連
携
推
進

小規模法人
のネット
ワーク化に
よる協働推
進事業の実
施

・地域貢献に向けた、先進的な福祉活動に関する研修
会の実施

・有償ボランティアのマッチングシステムを活用した取組

・生産性向上に関する取組

　国の小規模法人のネットワーク化による協働推進事業
を活用し、経営基盤が脆弱な小規模法人を含めた地域
の介護サービス事業所団体が連携し、地域貢献や福祉
人材の確保等のための取組が促進されるよう、その環
境整備を図る。

・人材確保の取組（介護の魅力発信や潜在介護福祉士
等の復職支援等）

・地域課題を討議するプラットフォーム会議の開催

内容等

２団体

目標・実績

【協議中】

【取組中】
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開催方法 オンライン形式（Zoom研修）

以下のURL、またはQRコードからお申込みください
https://forms.gle/Edx678KEQiYCoJ6CA

にしな えつこ

仁科 悦子氏（株式会社 insource)

山形市内の介護事業所等の施設長・管理者

令和６年１０月１８日（金）

９：３０～１２：００（入室９：１５～）

1.カスタマーハラスメントとは

2.カスハラを見極める

3.カスハラは組織で防衛する

4.法律を味方につける

5.ケーススタディ

～職員がカスタマーハラスメントにあったケースを考える～

令和６年１０月９日（水）１７：００まで

日 時

対 象

内 容

講 師

申込方法

申込締切

問合せ先

参加費無料

山形市長寿支援課 人材確保推進係

TEL：０２３－６４１－１２１２（内線９３０）

施設長・管理者向け

『ハラスメント相談担当者
スキルアップ研修』

資料２－３



事業所間の連携推進
小規模法人のネットワーク化による協働推進事業の実施
（地域貢献事業、介護人材確保、防災等）

　事業実施団体：２団体 ○小規模法人のネットワーク化による協働推進事業（国社会・援護局）

文書量削減

各種申請・届出等のデジタル化による事務負担の軽減による介護サービ
スの質の確保 　電子申請受付種類の拡充

業務改善、
ロボット・ＩＣＴの活用

〇国が示す様式例（国老健局）

簡素化・標準化の取組を踏まえたICT等の活用

R7年度 令和６年度の目標 関連する制度等

生産性向上改善活動定着支援・普及啓発

　介護ロボット・ICT導入
　法人の割合：50.0％

○小規模法人のネットワーク化による協働推進事業（国社会・援護局）
〇生産性向上ガイドライン（国老健局）
○山形県介護テクノロジー定着支援事業費補助金

　生産性向上コミュニティによる山形市生産性向上モデル事業取組成果
の横展開
　山形市生産性向上モデル事業取組成果の他業界への横展開

山形県介護生産性向上総合支援センターとの連携による介護現場生産性
向上等の支援・施策の周知

R6年度

介護ロボット・ＩＣＴ導入支援の周知

○介護職員の離職防止のための相談窓口の設置（県地域医療介護総合確保基金）
○小規模法人のネットワーク化による協働推進事業（国社会・援護局）
○介護現場におけるハラスメント対策マニュアル、研修の手引き（国老健局）　　等ハラスメント相談担当者スキルアップ研修の実施

「生産性の向上による業務の効率化・
質の向上」の取組

事業スケジュール R3年度 R4年度 R5年度

　届出制度登録者数：90人

ハラスメント対策
ハラスメント研修の実施

　ハラスメント対策研修
　受講事業所数：30事業所

○離職介護人材の再就業促進事業（県地域医療介護総合確保基金）
○小規模法人のネットワーク化による協働推進事業（国社会・援護局）　等

復職支援に向けた研修の開催

高齢者の雇用促進 シルバー人材センターや介護労働安定センター等、関連団体との連携
　関係団体を通じた高齢者の
　雇用者数：20人

○介護人材のすそ野拡大事業（県地域医療介護総合確保基金）　等

若年者の雇用促進

学校との連携
（認知症サポーター養成講座等による周知啓発） 　学校における講座の

　受講者数：600人

○介護分野における戦略的広報推進事業（県地域医療介護総合確保基金）
○介護職参入促進事業（県地域医療介護総合確保基金）
○小規模法人のネットワーク化による協働推進事業（国社会・援護局）　等保護者や教職員の理解促進（体験イベントを通した理解促進）

潜在介護福祉士等の
復職支援

山形県福祉人材センターとの連携（復職支援に向けた情報提供）

外国人材の受入環境整備

日本語教育支援（日本語教室の案内）
外国人支援団体等との連携

　外国人受入数：20事業所

○外国人介護職受入施設等支援事業（県地域医療介護総合確保基金）
○外国人介護人材支援センター事業（県地域医療介護総合確保基金）
○住宅セーフティネット制度（国交省）
○外国人介護職員の雇用に関する介護事業者向けガイドブック　等

住宅確保要配慮者居住支援協議会の運営・連携支援
住宅セーフティネット制度の活用に向けた検討

R7年度 令和６年度の目標 関連する制度等

介護の魅力発信

「KAiGO PRiDE」の実施（動画による啓発、ポートレート展示等）

　参加者数：350人 ○小規模法人のネットワーク化による協働推進事業（国社会・援護局）「KAiGOのおしごとひろば」の開催

Yamagata KAiGO LiNK事業構築・支援

「介護人材の確保・定着」の取組 事業スケジュール R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

介護現場の革新に向けた総合的な取組（令和３年度～令和７年度）
ビジョン（大目標、中目標）

大目標：介護職に魅力が感じられ、職員が誇りを持って仕事ができる環境をつくる

中目標：１．介護人材一人一人が、誇りを持てるクリエイティブな仕事だと思えている

中目標：２．働きやすい環境で、多様な介護人材がそれぞれの立場・役割を持ち「チームケア」が実践されている

指標 山形市内の介護サービス事業所・施設職員の離職率

ビジョン達成のための具体的な取組（小目標） ※　国の制度見直しや山形市の取組状況等を踏まえて適宜見直しを行う。　　　　　介護現場革新事業で実施する項目

設立

資料３

資
料
３
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こちらのLINEオープンチャットにご登録ください︕

登録すると…

1. 今日のセミナー内容や生産性向上の取組について
TRAPEや生産性向上の取組をすでに進めている
介護事業所（山形市内）に質問することができます︕

2. 今回の参加事業所同士で継続したつながりを作り
相談や交流をしていくことができます︕

登録はコチラから→

【ご登録いただく際の注意点】
• LINEの機能の一環ではありますが、
個人のLINEアカウントとは別になります
ので、その点はご安心ください

• 登録する際は、アカウント名を
「事業所名_お名前」でご登録下さい

山形市生産性向上コミュニティへのご登録


